
カスパー。ダーヴィト。フリードリヒのための美術館
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URANIWA ARK  PACOPACO 

アクティビティを纏う帯 一

scaleM : 街区の中心のはなし
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scaleS : 帯のはなし
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Large-scale 
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敷地

に新たな価値を与える

京都市南区西九条針小路町、猪熊町、南小路町、

JRや近鉄、市バスの好アクセ
地域ポテンシャルの高さにも関わらず

は空き家が増え

生活の広場であった路地は一転して危険な空間となって

内

宿泊街化

ノ弐、観光拠点

空き家再生、

地域住民と観光客の

よび

場として

る空き家を再生し宿泊施設とする

木造平屋住宅

垂れ壁

観光拠点敷地内に

梁を路地状に配し垂れ壁をめぐらす

成をもつ垂れ壁が

り

屋内

される

垂れ壁の成及び内壁からの距離の変化により

多様な路地的空間を構成する
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24. インターネットコーナー
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岸スタジオ

天野直紀

都市と建築には、それぞれに光と閻を内包した歴

史がある。われわれがこれから新たに構想する建

築物は、そうした歴史にどのように対峙し、継承

してゆくことができるだろうか。本課題では時代

の奔流を生き抜こうとしている都市ミュンヘンの

文化的地区の美術館計画の課題を通して、このこ

とを問うてみたい。
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学部の 4回生は匂年「スタジオコース」と呼ばれる設計演習課題に取り組むことになる。

それぞれの担当教員が独自のテーマを設定し、学生はそのテーマに応じて、自らの望むコー

スを自由に選択する。いわば卒業設計の前哨戦だ。

その中から、 2014年度は 3コース 3名の作品を紹介する。

と建築 門内スタジオ

竹内萌

都市の中の建築は、他の人工物や人間・環境との

ネットワークを形成する結節点として存在する。

このスタジオでは、噌阻市と建築」のダイナミッ

クな関係に焦点を結び、京都という都市をフィー

ルドとして、ミクロな建築レベルの環境のデザイ

ンを通して、マクロな都市レベルの環境をデザイ

ンする可能性を探求する。具体的には、歴史都市・

京都の都市空間に憎魅力的な場所と風景を創発す

る新しいタイプの建築（の集合）」を提案する。

居住の場を再編する 田路スタジオ

浜辺里美

＜居住＞は都市を都市たらしめる本質的な機能の

ひとつである。 20世紀の近代都市では機能分化

が進められ、ビジネスセンター、商業センターな

ど人が住まない地域が生み出される一方で、家だ

けが建ち並ぶ住宅街が形成されてきた。しかし高

齢化人口減少時代に人り、空き家、空き室が増え、

地域の活力が失われつつある。また、親子4人家

族という標準的とされた家族のカタチも大きく多

様化している。はたして 2050年、人々はどのよ

うに蒻らしているだろうか。居住のための「都市

のカタチ」を提案してほしい。




